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ジクロルボス（CAS no. 62-73-7） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

ジクロルボスの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、ほ乳類の生殖への

影響を示すことが示唆され、試験管内試験の報告において、抗アンドロゲン様作用を持つことが示

唆された。 

 

(１)雄性生殖影響 

 Okamuraら(2005)によって、ジクロルボス１、２、４mg/kg/dayを９週間連続(毎週６日)皮下投

与した 10 週齢雄 Wistar ラットへの影響が検討されている。その結果として、１mg/kg/day 以

上のばく露群で血漿中コリンエステラーゼ活性の低値、１、４mg/kg/day のばく露群で精巣上

体尾中精子の運動精子率の低値、２mg/kg/day 以上のばく露群で赤血球中コリンエステラーゼ

活性の低値、４mg/kg/day のばく露群で、体重の低値、肝臓絶対重量の低値、精巣上体相対重

量の高値、左精巣相対重量の高値、左甲状腺絶対重量の高値が認められた。なお、血漿中テス

トステロン濃度には影響は認められなかった。 

 

(２)抗アンドロゲン様作用 

 Andersen ら(2002)によって、ジクロルボス 0.01～50μM に 24 時間ばく露(メチルトレンボロン

0.1nM 共存下)したチャイニーズハムスター卵巣細胞 CHO-KI によるレポーターアッセイ(プロ

モータ領域にヒトアンドロゲン受容体応答性配列を有するレポーター遺伝子導入細胞を用い

たルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、ジクロルボスは、20μMの濃

度でルシフェラーゼの発現を阻害した。 
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